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世界190ヶ国で利用されているフリーミアムなWebアンケート作成ツール『SurveyMonkey（サーベイモンキー）』

を手掛ける米国企業 SurveyMonkey  社（米国カリフォルニア州パロアルト、最高経営責任者デイブ・ゴー

ルドバーグ）は、このたび 16歳から 70歳の労働者で日本在住 1650名と米国在住 1000名の計 2650名に対
して、生産性などに関する意識調査を行いましたので、お知らせいたします。  

  

本調査では長い不況を越えて日本の労働者たち、とくに働き盛りの労働者が自分たちの生産性に対してどの

ようにとらえているのかを調べました。日本の労働者は、自分たちの生産性に関して米国と比較すると全体に

楽観視していました。しかし、働き盛りの世代は全体よりも国や企業の置かれた状況を厳しくとらえており、認識

に世代間差が見られました。また、自分たちの仕事にブレイクダウンした場合、長時間労働には成功が保障さ

れていると感じておらず、同僚や顧客に対して不満を持ち、昇進などの将来にも希望を持てていないことが分

かりました。  

しかし、そういった悲観的なムードの中である条件を満たす一団が非常に前向きな傾向を持っていました。そ

れは、仕事に関して社内外でコラボレーションをおこなっている「コラボレーター」とよばれるグループです。彼

らは、社会や職場環境、生産性にポジティブな結果を示しており、ワークライフバランスへの関心も高く、その

実現のためにモバイルツールなどを上手く活用していることが分かりました。  

  

■調査概要  

2014 年 4 月に日米在住の 16 歳から 70 歳までの労働者を対象とした SurveyMonkey を利用したインターネッ

ト調査を実施。日本 1650 名（男性 69%、女性 31%）、米国 1000 名（男性 50%、女性 50%）から回答を得ました。  

調査結果のグラフはコチラからご覧いただけます。   http://bit.ly/P47LmF  

※データ掲載の場合は「サーベイモンキー調べ」と明記をお願いしております。  

  

■調査結果ピックアップ  

～日本は生産性に関しては楽観的～  

自分は生産性が高いと思う？     

→はい   日本   ４２％   vs   米国   ２６％  

  

  
生産性は前世代と比べて？     

→日本   同程度   ５６％   vs   米国   下がった   ４７％  

  
仕事時間外でもモバイルでメールをチェック  

→日本   ３４％   vs   米国   ５１％  

  
～しかし、日本の働き盛りは経済や企業力に危機感～  

親世代よりも生活水準が下がった   →４２％   （４０歳以下は５１％）  

モバイル時代の働き方と生産性に関する日米意識調査  
若い世代ほど世代間格差意識や社会状況に危機感  

仕事内容への満足度２９％、昇進機会に満足   １０%  

米国５１%に対し、日本の生産性向上のカギ「コラボレーター」は２０%  
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国際的にイノベーション力は高い   →６９％   （４０歳以下は４６％）  

高品質な製品を作れる   →８１％（４０歳以下は６６％）  

経営力のある会社が国内にある   →４６％（４０歳以下は３０％）  

  
～自分の仕事に関しては、全体に悲観的～  

  

長時間労働は成功を何も保証しないと思う   ７７％  

仕事の内容に満足している   ２９％     

労働時間に満足している   ３５％  
  

  

同僚に満足している   ２６％     

顧客に満足している   １７％  

昇進機会に満足している   １０％  

  

  

  
しかし、仕事上で社内外とコラボレーションする機会がある「コラボレーター」は、数はまだ少ない

が、やる気や生産性向上、企業経営、日本経済観についてポジティブな傾向を示した。  

  
「コラボレーター」は少数  

社内でコラボしている   ２０％  

社外でコラボしている   ７％  

  

「コラボレイター」に絞ってみると  

仕事の内容に満足している   ４５％  

労働時間に満足している   ４４％  

  

  

同僚に満足している   ４２％  

顧客に満足している   ３６％  

  

  

昇進機会に満足している   ２４％  
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全体に比べて、社会的視点もポジティブな数値を示した  

  

  

  

  

  
  

  

  

～モバイルツールと生産性に関して～  

ビジネス目的でスマホを利用している     

→日本の回答者全体の５％  
  

  

  

「コラボレイター」の４５％  

モバイルは仕事に役立つと回答  
  

ワークライフバランスを支持  

→日本全体の６７％  
  

「コラボレーター」の５６％  

仕事時間外でもメールチェックと回答  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

■SurveyMonkey とは  

クラウド型のセルフアンケート ASP を提供する『SurveyMonkey（   http://jp.surveymonkey.com   ）』は、1999 年

に米国でスタートしたフリーミアムモデルのサービスです。米国Fortube500の99％の企業が導入し、社内の人

事評価制度や顧客満足度調査、製品開発フィードバックなどで活用されており、個人や企業の他 NPO や教育

現場などでも広く利用されています。日本へは 2011 年 3 月にローンチを行い、これまで着実にユーザーを増

やしており、すでに ANA、無印良品、mixi、日本ケンタッキー・フライド・チキンをはじめとする、数多くの企業で

採用されております。価格とプランに関して＞＞https://jp.surveymonkey.com/pricing/  

  

■ 報道関係者問合せ先：   SurveyMonkey  PR  事務局      森下   ■  

■ TEL：03-3407-5780   MAIL：press@epochseed.jp   ■  


